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Brocadeファイバーチャネルスイッチを採用したSANで、
全社のサーバーを統合し、高い信頼性を実現

明治製菓は、「おいしさと健康」を

キーワードに、食品と薬品、そして

ヘルスケアの3つの事業を主軸に事

業展開を行っています。従業員数は

約5000名で、売上高は2640億円にも

のぼり、海外進出にも積極的な製菓

業界の大手企業です。

明治製菓では業務を支えるファイル

サーバーやメールサーバーなどは、

ネットワーク回線の問題もあり、複

数の拠点に分けて配置されていまし

た。ファイルサーバーは全社員が共

用し、主要な業務で使用するデータ

ファイルはファイルサーバーに保存

されます。保存するファイルの種類

やサイズも大きくなってきているた

め、夜間だけではバックアップしき

れないほどになりました。また、2日

間にわたってファイルサーバーが停

止し、全社員の業務が停止する事態

もあり、信頼性や管理の負担など

が問題となってきました。そのため、

情報システム部では2001年7月から

ネットワーク基盤の再構築とSAN

の導入を前提としたサーバー環境の

集中化を推進してきました。

1人あたり2万円の投資

信頼性向上と管理負荷の軽減を目的

とした新システムは、長年パートナー

としてネットワーク、およびサーバー

などの領域において導入実績が豊富

なメモレックス・テレックス株式会

社がシステム・インテグレーターと

なって設計、構築しました。そのシス

テムは、IBMのESSディスク・アレイ

と、同じくIBMe-Server xシリーズを、

ブロケードコミュニケーションズ

システムズのファイバー・チャネル

（FC）スイッチでネットワーク化

するというものでした。

情報システム部では、今回の新シス

テム構築においては、運用管理に負

荷や労力のかからない、信頼できる

システムを選定するだろうとの理由

から、導入後の運用維持とサービス

支援も含めてメモレックス社に委託

する方式を採用しました。このこと

により、より信頼性が高く、管理負

荷が軽減されたシステム運用が可能

となりました。

情報システム部では、導入費用につ

いては、ハードウエアだけで約1億

円と、価格の上では高額に見えます

が、約5000人が使用する場合、1人

あたり2万円の投資と換算できます。

それによって強固なシステムを構築

食料事業、薬品事業、ヘルスケア事業を展開している明治製菓株式会社で

は、拠点ごとに分散していた各種サーバーをBrocadeファイバーチャネル

スイッチ採用のSANで統合しています。その結果、システムの信頼性が大

幅に向上し、集中管理が可能になり、さらに高速バックアップの実現にも

成功しました。

●技術的課題：

全社員約5000名が利用するファイル

サーバーを統合し、ミッションクリ

ティカルで信頼性の高い高性能なシ

ステムを構築すること。

�

●ソリューション：

SANを使用し、大規模統合化ファイル

サーバーを実現。ESSのフラッシュ

コピー機能と夜間バッチによるテープ

保存により、高速バックアップを実現

�

●成果：

・システムの安定性とエラーリカバリ

　の性能が向上

・システムを運用したまま高速バック

　アップが可能に

・システムの集中管理により運用管

　理コストを削減

概　要
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できるのであれば、費用対効果の大きい投資

となります。その点を強調することで、導入

決定の社内稟議を得ました。

ネットワークの統合

新システムの中枢は、情報システム部がある

川崎のソリッドスクエアビルに設置し、全国

の拠点から集中してアクセスする構造に変え

ました。ファイルサーバーシステムは、SAN

のデータ経路を多重化し、クラスタ構成をとっ

ています。これによって、高速かつ信頼性の

高いシステムを実現しています。また、サー

バー統合に伴ってWANの構成も変更を行い、

川崎には30Mbps、京橋にある本社には10M 

bps、その他の各事業所や工場などの拠点には、

3Mbps～128KbpsのIP-VPN網を導入しました。

全社員の業務を支える強固なインフラ

一元化したファイルサーバーでは、約110GBの

容量が消費されています。システム全体では、

630GBをデータ領域とバックアップ領域に分割

しているので、315GBのデータ容量が用意さ

れています。もちろん、その容量が不足して

きたら、ディスク追加によって容量を増設で

きる余裕があります。

サーバーシステムにはWindows 2000 Server

を導入し、クラスタリングによる二重化と

バックアップ用、そしてドメインコントロール

の認証用サーバーを割り当て、頑強なシステム

を構築しました。運用管理系ソフトウェアと

しては、現在JP/1を利用していますが、障害

感知やバックアップのコントロール用に、最

適な管理系ソフトの組み合わせを検討してい

ます。

社内アプリケーションのインフラも統合

ネットワークの再構築とSANの導入を推進

した情報システム部技術グループは、社内シス

テムのインフラ部分を担う重要な部署です。

技術グループの構築した基盤を活用して、社

内業務に要求されるさまざまなアプリケーシ

ョンが開発されています。現在のデータベー

スは、DB2とOracleを用途に合わせて使い分

けており、データベース、アプリケーション

のプラットフォームとしてWindowsNTや

Windows 2000を中心として利用しています。

アプリケーションの開発も、WebSphereを

利用する機会が多くなり、アプリケーション

のエンジン部分とデータアクセスパス、さら

にデータを分離して、安全で確実なバックア

ップを取るためのシステム構築にも取り組ん

でいます。こうした環境を効率よくバックア

ップするためにも、SANの活用が期待されて

います。

99.999％の信頼性を確立

全社のファイルサーバーを統合したことにより、

データバックアップには、フラッシュコピーを

用いて一括バックアップが可能になりました。

さらにこの機能を用いることによって、バック

アップ時にシステムへの影響を最小限に抑え

ることができます。コピーしたデータは、夜

間のバッチ処理でテープにバックアップされ

ます。

社内のユーザーが求めるニーズは、99.999％

の信頼性です。それを保証した上で、業務に

支障をきたさないことと、安全で快適なバック

アップが必要になります。その課題に対して

SANが応えてくれました。また、今回のシス

テムでは、IP-VPN網によるネットワーク利

用によりデータファイルの集中化を実現しま

したが、今後はさらに、WANを利用した災

害復旧体制を確立するなど、さらなる信頼性

向上を検討しています。


